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　日本原産の野菜で、「春の七草」の一つ。１月７日に、邪

気をはらい万病を除く厄払いの行事食「七草粥」として古

く奈良時代から食べられてきました。

　旬が冬なので、正月の雑煮や、秋田の郷土料理きり

たんぽなど、鍋や汁物の

具に使われることが多い

ですが、独特の香りと

シャキシャキした歯触りを

生かして炒め物にしたり、

ゆでてあえ物やおひたし

にしても爽やかな味わい

が楽しめます。

　火通りが早く、柔らかい

葉の部分は生でも食べら

れるほど。加熱しすぎる

とせっかくの歯応えも香りもなくなってしまうので注意し

ましょう。ゆでるときは、沸騰したお湯でさっと手早くゆで、

すぐに水に取って余熱が入るのを防ぎます。炒めるとき

は火を止める直前の仕上げに、鍋のときは食べる直前に

加えるようにします。茎と葉の部分で堅さが異なるので、

切るときに、茎と葉を分けておくと、茎から先に時間差で

加熱できるのでお勧めします。

　選び方は、全体にシャキッと張りがあるものを。茎は

細い方が柔らかく、太いものほど歯応えがあります。緑黄

色野菜で、カロテン、ビタミンＣ、鉄が多く、香り成分に

は体に有害な活性酸素を抑える抗酸化作用があり、がん

予防にも効果があるといわれています。

　保存は、根が付いているものは、根の部分に少し水を

掛けてからポリ袋に入れて冷蔵庫の野菜室へ。冷凍は

ゆでてからでも筋っぽくなってしまうので向きません。
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●23 ● JAひがしみの

　一見大人しく従順、そして集団行動を好み、じっと周りの行動を観察しどう動くべきか考えている、これが未年が

持つ基本性格です。

　人当たりがよくて温和、困っている人を見ると何とかできないものかと考え、親切にしようとがんばります。人との争い

や対立を好まないので口げんかや口答えをすることもあまりなく、往々にして人間関係は良好。

　また、曲がったことを許せない頑固な一面も持っています。曲がったことが嫌いでときには正義の味方のごとく立ち

向かう時もあるでしょう。時代を先取りする才能も持ち合わせており、独特な世界観で自分の世界を築き上げていきます。

　仕事も自分なりの解釈でじっくりと取り組める研究職や芸能職、弁護士、物書き、技術士など積み重ね型の仕事をコツ

コツと長年かけてやり遂げるので、周りからの信頼を勝ち取り、なにかと仕事を頼まれます。

　地道な性格ゆえに進み方は人より遅く、突然頭角を現すということにはなりませんが、忍耐強く努力を重ね、中年期

以降に運気が上昇する人が多いでしょう。気遣いが上手にできるので人にも恵まれ、堅実さゆえ浪費も少ないので貯蓄も

上手に進めていくでしょう。
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東美濃農業協同組合
代表理事組合長

　
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
を
ご
愛
顧
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
の
生
産
調
整
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
、
農
地
集
積
の
問
題
等
、
農
政
の
大
転
換
期

を
迎
え
、
一
層
厳
し
い
環
境
の
中
、Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
各
制
度
を
有
効
活
用
し
、
安
定
的
な
所
得
維
持
拡
大
が
で
き
る

よ
う
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
わ
が
国
の
国
土
は
、
中
山
間
地
域
が
７
割
を
占
め
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
ま
さ
に
東
美
濃
管
内
は
中
山
間
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
あ
っ
た

農
業
振
興
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
東
美
濃
地
域
か
ら
元
気
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
食
と
文
化
を
守
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
政
府
の
規
制
改
革
会
議
に
お
い
て
、
全
国
中
央
会
の
廃
止
、
全
農
の
株
式
会
社
化
、
准
組
合
員
の
利
用
制
限
、
と
い
っ
た
農
業
改
革

案
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
と
の
間
で
検
討
が
加
え
ら
れ
、
全
中
は
自
ら
新
た
な
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
、
全
農
は
独
禁
法
適
用
の
問
題
を

精
査
し
、Ｊ
Ａ
出
資
の
株
式
会
社
化
を
検
討
す
る
こ
と
、
准
組
合
員
の
利
用
制
限
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
自
体
の
自
主
性

を
重
ん
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
議
論
が
Ｊ
Ａ
の
事
業
分
割
論
を
再
び
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
大
変

懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
き
ま
し
は
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
各
界
、
各
層
と
の
連
携
を
強
化
し
、
断
固
反
対
す
る
と
と
も
に
、
食
と
く
ら
し
、

い
の
ち
を
守
る
農
政
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
詳
細
な
ル
ー
ト
が
明
ら
か
に
な
り
、
将
来
的
に
発
展
す
る
要
素
が
整
っ
た
も
の
と
確
信
し
、「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
対
策
委
員
会
」を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
を
中
心
に
情
報
収
集
活
動
の
促
進
や
情
報
の
一
元
化
と
共
有
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
、「
東
美
濃
地
域
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
農
地
荒
廃
化
の
抑

制
・
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
対
策
・
農
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
み「
食
」と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の

皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成27年（2015年）の誕生日に、

12歳、24歳、36歳、48歳、60歳、72歳、84歳、96歳を迎える方。

1919年（大正 8 年）　1931年（昭和 6 年）　1943年（昭和18年）

1955年（昭和30年）　1967年（昭和42年）　1979年（昭和54年）

1991年（平成 3 年）　2003年（平成15年）

　新しい年が始まりました。皆さんにとって素晴らしい
一年となることを、心より願っております。
　今回は新年の幕開けにふさわしい年男・年女の方に
登場して頂き、今年の抱負を語って頂きました。
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心
と
し
た
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
み「
食
」と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の

皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成27年（2015年）の誕生日に、

12歳、24歳、36歳、48歳、60歳、72歳、84歳、96歳を迎える方。

1919年（大正 8 年）　1931年（昭和 6 年）　1943年（昭和18年）

1955年（昭和30年）　1967年（昭和42年）　1979年（昭和54年）

1991年（平成 3 年）　2003年（平成15年）

　新しい年が始まりました。皆さんにとって素晴らしい
一年となることを、心より願っております。
　今回は新年の幕開けにふさわしい年男・年女の方に
登場して頂き、今年の抱負を語って頂きました。
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修学旅行で京都に行ったことが一番
の思い出です。日本の文化と伝統に
触れて、とっても勉強になりました。

今年から中学生になるので、勉強や
部活動など、何事も諦めないで最後
までやりきりたいです。

安全で安心な暮らしをサポートして
下さい！

昨年は台風や豪雪、集中豪雨、御嶽山の噴火、
地震など自然災害の恐ろしさを知り、防災に
ついて深く考えさせられました。健康面では
大きな病気や怪我もなく過ごす事が出来て良
かったです。

スポーツ観戦や新聞の切り抜き、書道など趣
味を続けて、毎日の生活を楽しみたい。

これからも親切で優しい対応をしてほしい。

畑仕事や手芸など身体を動かすことが生きがい
の私にとって、大きな怪我や病気がなく健康に過
ごせてありがたかったです。

体調管理にはとくに気を付けたい。感謝の心を
常にもって、１日１日を大切にしたい。

困った時は、頼りにしています。

主婦仲間でソフトバレーボールを始めました。体を
動かし、汗をかき、リフレッシュすることもできます。

娘が中学生になり、息子は小学２年生になるので、
子どもたちに合わせた生活のスタイルやリズムをつ
くっていきたいです。

地域のために頑張ってください！

野菜中心の食生活に変えたことで、健康的に
減量しました！ 仕事の面でも充実した毎日が続
き、人とのご縁や出会いを実感する１年でした。

人生には自分の思い通りにいかないことがたく
さんありますが、そこで悩んだり不機嫌になっ
たりするのではなく、プラスの考えを大切に、
器の大きい人になりたいです。

食の安全を改めて見直し、日本の農業をしっか
りと支えてほしい。

和牛肥育農家として、子牛の価
格高騰や牛肉消費の減少などに
危機感を強める１年でした。

まずは地産地消。消費者に美味
しい牛肉をたくさん食べて元気
になってもらいたい。

これからも地域密着型で、堅苦し
くなく、親しく付き合って欲しい。

昨年を振り返って
今年はどんな一年にしたいか
ＪＡに期待すること

１９５５年生まれ
所 ジョージ（タレント）
スティーブ・ジョブズ（アップル）
ビル・ゲイツ（マイクロソフト）
上沼 恵美子（タレント）
内藤 剛志（俳優）
明石家 さんま（タレント）
郷 ひろみ（歌手）

１９６７年生まれ
坂本 冬美（演歌歌手）
坂上 忍（俳優）
沢村 一樹（俳優）
北斗 晶（元女子プロレスラー）
天海 祐希（女優）
蓮舫（政治家）
織田 裕二（俳優）
江口 洋介（俳優）

１９７９年生まれ
元 ちとせ（歌手）
上原 ひろみ（ピアニスト）
篠原 ともえ(タレント）
窪塚 洋介（俳優）
国仲 涼子（女優）
仲間 由紀恵（女優）
吉川 ひなの（タレント）

１９９１年生まれ
北乃 きい（女優）
高橋 みなみ（ＡＫＢ48）
亀田 和毅（ボクサー）

未年生まれの主な有名人

西尾 美由ちゃん
平成１５年１月生まれ

み　　ゆう

新田 英二さん
大正８年１１月生まれ

成瀬 てるさん
昭和６年１０月生まれ

奥村 真樹さん
昭和５４年３月生まれ

大橋 美佐子さん
昭和３０年２月生まれ

田口 敏也さん
昭和４２年５月生まれ

１９３１年生まれ
ゴルバチョフ（政治家）
１９０７年生まれ
湯川秀樹（理論物理学者）
１８４７年生まれ
エジソン（発明家）
１８２３年生まれ
勝海舟（幕臣）
１８1１年生まれ
リスト（作曲家）
１７６３年生まれ
小林一茶（俳人）
１４５１年生まれ
コロンブス（航海者）

未年生まれの主な歴史上の人物

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

教師を目指しているので、今年は
塾の講師など子どもとたくさん関
わることができて、学ぶことが多い
１年でした。

夢にむかって、「前進」していきたい
です。

子どもたちに欠かせない食農教育
に携わる活動を、もっと展開してほ
しいです。

中島　涼さん
平成３年１０月生まれ

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

趣味でもあり、毎年力を入れて取り組んで
いる写真がＪＡのオリジナルカレンダーと
食農写真コンクールに入選して嬉しかった
です。また、幻の名曲「坂下ブルース」の普
及活動ができて、良かったです。

良い写真が撮れるように頑張りたい。カラ
オケなども楽しみたいです。

ふれあいを大切に、地域と良い関係を築
いて下さい。

小縣 吉郎さん
昭和１８年５月生まれ

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3
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当
Ｊ
Ａ
は12
月
１
日
、
名
古
屋
市
中
央

卸
売
市
場
か
ら
、
長
年
優
れ
た
農
産
物
を

安
定
し
て
出
荷
し
た
と
し
て
、
感
謝
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
は
約
50
年
前
か
ら
同
市
場
へ

の
出
荷
を
始
め
、
６
月
下
旬
か
ら11
月
上

中
旬
ま
で
夏
秋
ト
マ
ト
を
中
心
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ

た
ト
マ
ト
は
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た

栽
培
方
法
と
清
ら
か
な
水
で
、
味
・
品
質

と
も
に
優
れ
、
高
い
評
価
を
市
場
か
ら
得

て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は
「
今
後
も

ト
マ
ト
産
地
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
生

産
に
励
み
、
市
場
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
栗
の
産
地
拡
大
の
阻
害
要
因
で
あ
る

凍
害
発
生
の
抑
制
技
術
開
発
の
成
果
伝

達
会
と
現
地
技
術
講
習
会
が
11
月25
、

26
日
に
行
わ
れ
、
農
林
水
産
省
関
係
部
局
、

試
験
研
究
機
関
、
栗
の
生
産
者
、
当
Ｊ
Ａ

な
ど
両
日
約70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
技
術
講
習
会
で
は
フ
ォ
ー
ク
型

バ
ケ
ッ
ト
を
装
着
し
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

で
樹
の
細
根
を
切
る
事
で
過
度
な
水
分

吸
収
を
抑
え
る
「
株
ゆ
る
め
処
理
」
と
、

苗
木
を
高
く
土
を
盛
っ
た
畝
に
植
え
付

け
透
湿
性
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
樹
の
周

り
に
敷
設
す
る
こ
と
で
土
壌
水
分
、
樹

体
水
分
の
上
昇
を
抑
え
る
「
高
畝
・
マ
ル

チ
栽
培
技
術
」
の
２
つ
の
技
術
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

　
当
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織「
新
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」は12
月
３
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、
同
Ｊ

Ａ
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用
者50
名
分
の

お
は
ぎ
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
は
ぎ
は
き
な
粉
や
あ
ん
、
ご
ま
の
３

種
類
と
そ
の
他
に
煮
物
、
漬
物
、
み
か
ん

な
ど
の
果
物
を
添
え
、
色
艶
や
か
な
弁
当

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
作
っ
た
お
は
ぎ
は

同
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
利
用
者
宅

に
無
料
で
届
け
ま
し
た
。
食
材
は11
月
に

開
催
さ
れ
た「
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」で

同
会
が
出
店
し
た
バ
ザ
ー
の
売
上
金
で
調

達
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
一
人
は「
毎
年
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
。
自
宅
ま
で
届
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
昨
年11
月
に
開
催
さ
れ
た「
第10
回
ひ

が
し
み
の
農
業
祭
」の
農
産
物
品
評
会
で
、

出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
好
評
の
う
ち
に
完

売
し
ま
し
た
。
売
上
金
は
合
わ
せ
て13
万

1,
7
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会
は
、

出
品
者
の
厚
意
を
得
て
、12
月
18
日
、

売
上
金
全
額
を
、
中
津
川
市
、
恵
那
市

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
6
万

5,
8
5
0
円
ず
つ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
は12

月
９
日
、
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会

は16
日
、
東
美
濃
栗
振
興
協
議
会
超
特
選

栗
部
会
は18
日
に
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
、
平
成

26
年
度
の
生
産
や
出
荷
、
販
売
を
振
り
返

る
反
省
会
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議

会
は
、
総
販
売
金
額
や
Ａ
品
率
、
単
収
な

ど
で
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
成
績
優
秀
者

の
表
彰
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
林
忠
昭
さ

ん（
坂
本
）、優
秀
賞
に
松
井
乙
彦
さ
ん（
坂

下
）、
優
良
賞
に
熊
澤
忠
導
さ
ん
（
坂
本
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は11

月26
日
、Ｊ
Ａ
恵
那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で

自
然
薯
の
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
出
荷
規
格
や
方
法
を
確

認
。
同
組
合
の
自
然
薯
は
、
恵
那
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
た
他
、12
月

８
日
か
ら24
日
ま
で
全
国
へ
の
宅
配
も
行

い
ま
し
た
。
贈
答
用
や
正
月
に
と
ろ
ろ
ご

飯
を
食
べ
る
風
習
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
毎
年
好
評
で
す
。

　
同
組
合
西
尾
勝
英
組
合
長
は
「
今
後
も

消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
美
味

し
い
自
然
薯
を
た
く
さ
ん
出
荷
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
12
月
５
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
い

ち
ご
の
目
揃
え
会
を
開
き
、
生
産
者
や
恵

那
農
林
事
務
所
な
ど
、17
人
が
出
席
し
、

着
色
基
準
や
果
形
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
の
会
員
は

現
在12
戸
。「
章
姫
」や「
紅
ほ
っ
ぺ
」な
ど

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
出
荷
し
た
い
ち
ご
は
、Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー

プ
や
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
特
に
需

要
が
高
ま
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
冬
野
菜
と
し
て
定
着
し

て
い
る「
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
」の
出
荷

が12
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
通
常
の
ほ
う

れ
ん
そ
う
と
は
異
な
り
、
寒
さ
に
さ
ら
す

「
寒
締
め
」に
よ
り
葉
が
縮
み
、
葉
や
茎
の

水
分
を
抑
え
成
分
を
濃
縮
さ
せ
、
糖
度
や

栄
養
分
を
高
め
ま
す
。

 

　
11
月27
日
に
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
行
わ
れ
た

目
揃
え
会
で
は
生
産
者
、
同
Ｊ
Ａ
、
恵
那

農
林
事
務
所
な
ど
が
出
席
。
出
荷
形
態
・

規
格
や
縮
れ
た
葉
を
見
せ
る
袋
詰
め
の
手

順
を
確
認
。
ま
た
糖
度
測
定
器
を
使
い
、

基
準
値
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
場
か
ら
感
謝
状

益
々
の
安
定
出
荷
誓
う

訪
問
介
護
利
用
者
へ
お
は
ぎ

助
け
合
い
組
織
「
新
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

1

石川澄男市場長（左）から感謝状を受け取る足立組合長（右）

栗
の
幼
木
守
れ

凍
害
対
策
技
術
講
習
会
開
催油圧ショベルによる「株ゆるめ処理」

色艶やかなおはぎ弁当を作る「新たんぽぽの会」

〝
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
〞

農
産
物
品
評
会
の
売
上
金
寄
付 両市の社協で寄付金を手渡す

ひがしみの農業祭実行委員会足立会長

各
生
産
協
議
会
が
反
省
会

２６
年
度
を
振
り
返
る

い
ち
ご
出
荷
本
番

色
ツ
ヤ
甘
み
十
分

東美濃夏秋なす生産協議会長より表彰を受ける林さん

粘
り
強
く
豊
か
な
風
味

全
国
へ
自
然
薯
発
送

じ

　ね
ん
じ
ょ

目
揃
え
会
で
重
量
な
ど
を
確
認
す
る
生
産
者

出
荷
基
準
を
確
認
す
る
生
産
者

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
出
荷
開
始

生
育
・
品
質
良
好

収穫を行うちぢみほうれんそう生産者
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当
Ｊ
Ａ
は12
月
１
日
、
名
古
屋
市
中
央

卸
売
市
場
か
ら
、
長
年
優
れ
た
農
産
物
を

安
定
し
て
出
荷
し
た
と
し
て
、
感
謝
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
は
約
50
年
前
か
ら
同
市
場
へ

の
出
荷
を
始
め
、
６
月
下
旬
か
ら11
月
上

中
旬
ま
で
夏
秋
ト
マ
ト
を
中
心
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ

た
ト
マ
ト
は
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た

栽
培
方
法
と
清
ら
か
な
水
で
、
味
・
品
質

と
も
に
優
れ
、
高
い
評
価
を
市
場
か
ら
得

て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は
「
今
後
も

ト
マ
ト
産
地
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
生

産
に
励
み
、
市
場
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
栗
の
産
地
拡
大
の
阻
害
要
因
で
あ
る

凍
害
発
生
の
抑
制
技
術
開
発
の
成
果
伝

達
会
と
現
地
技
術
講
習
会
が
11
月25
、

26
日
に
行
わ
れ
、
農
林
水
産
省
関
係
部
局
、

試
験
研
究
機
関
、
栗
の
生
産
者
、
当
Ｊ
Ａ

な
ど
両
日
約70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
技
術
講
習
会
で
は
フ
ォ
ー
ク
型

バ
ケ
ッ
ト
を
装
着
し
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

で
樹
の
細
根
を
切
る
事
で
過
度
な
水
分

吸
収
を
抑
え
る
「
株
ゆ
る
め
処
理
」
と
、

苗
木
を
高
く
土
を
盛
っ
た
畝
に
植
え
付

け
透
湿
性
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
樹
の
周

り
に
敷
設
す
る
こ
と
で
土
壌
水
分
、
樹

体
水
分
の
上
昇
を
抑
え
る
「
高
畝
・
マ
ル

チ
栽
培
技
術
」
の
２
つ
の
技
術
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

　
当
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織「
新
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」は12
月
３
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、
同
Ｊ

Ａ
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用
者50
名
分
の

お
は
ぎ
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
は
ぎ
は
き
な
粉
や
あ
ん
、
ご
ま
の
３

種
類
と
そ
の
他
に
煮
物
、
漬
物
、
み
か
ん

な
ど
の
果
物
を
添
え
、
色
艶
や
か
な
弁
当

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
作
っ
た
お
は
ぎ
は

同
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
利
用
者
宅

に
無
料
で
届
け
ま
し
た
。
食
材
は11
月
に

開
催
さ
れ
た「
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」で

同
会
が
出
店
し
た
バ
ザ
ー
の
売
上
金
で
調

達
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
一
人
は「
毎
年
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
。
自
宅
ま
で
届
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
昨
年11
月
に
開
催
さ
れ
た「
第10
回
ひ

が
し
み
の
農
業
祭
」の
農
産
物
品
評
会
で
、

出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
好
評
の
う
ち
に
完

売
し
ま
し
た
。
売
上
金
は
合
わ
せ
て13
万

1,
7
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会
は
、

出
品
者
の
厚
意
を
得
て
、12
月
18
日
、

売
上
金
全
額
を
、
中
津
川
市
、
恵
那
市

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
6
万

5,
8
5
0
円
ず
つ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
は12

月
９
日
、
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会

は16
日
、
東
美
濃
栗
振
興
協
議
会
超
特
選

栗
部
会
は18
日
に
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
、
平
成

26
年
度
の
生
産
や
出
荷
、
販
売
を
振
り
返

る
反
省
会
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議

会
は
、
総
販
売
金
額
や
Ａ
品
率
、
単
収
な

ど
で
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
成
績
優
秀
者

の
表
彰
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
林
忠
昭
さ

ん（
坂
本
）、優
秀
賞
に
松
井
乙
彦
さ
ん（
坂

下
）、
優
良
賞
に
熊
澤
忠
導
さ
ん
（
坂
本
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は11

月26
日
、Ｊ
Ａ
恵
那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で

自
然
薯
の
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
出
荷
規
格
や
方
法
を
確

認
。
同
組
合
の
自
然
薯
は
、
恵
那
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
た
他
、12
月

８
日
か
ら24
日
ま
で
全
国
へ
の
宅
配
も
行

い
ま
し
た
。
贈
答
用
や
正
月
に
と
ろ
ろ
ご

飯
を
食
べ
る
風
習
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
毎
年
好
評
で
す
。

　
同
組
合
西
尾
勝
英
組
合
長
は
「
今
後
も

消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
美
味

し
い
自
然
薯
を
た
く
さ
ん
出
荷
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
12
月
５
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
い

ち
ご
の
目
揃
え
会
を
開
き
、
生
産
者
や
恵

那
農
林
事
務
所
な
ど
、17
人
が
出
席
し
、

着
色
基
準
や
果
形
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
の
会
員
は

現
在12
戸
。「
章
姫
」や「
紅
ほ
っ
ぺ
」な
ど

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
出
荷
し
た
い
ち
ご
は
、Ｊ
Ａ
の
Ａ
コ
ー

プ
や
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
特
に
需

要
が
高
ま
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
冬
野
菜
と
し
て
定
着
し

て
い
る「
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
」の
出
荷

が12
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
通
常
の
ほ
う

れ
ん
そ
う
と
は
異
な
り
、
寒
さ
に
さ
ら
す

「
寒
締
め
」に
よ
り
葉
が
縮
み
、
葉
や
茎
の

水
分
を
抑
え
成
分
を
濃
縮
さ
せ
、
糖
度
や

栄
養
分
を
高
め
ま
す
。

 

　
11
月27
日
に
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
行
わ
れ
た

目
揃
え
会
で
は
生
産
者
、
同
Ｊ
Ａ
、
恵
那

農
林
事
務
所
な
ど
が
出
席
。
出
荷
形
態
・

規
格
や
縮
れ
た
葉
を
見
せ
る
袋
詰
め
の
手

順
を
確
認
。
ま
た
糖
度
測
定
器
を
使
い
、

基
準
値
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
場
か
ら
感
謝
状

益
々
の
安
定
出
荷
誓
う

訪
問
介
護
利
用
者
へ
お
は
ぎ

助
け
合
い
組
織
「
新
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

1

石川澄男市場長（左）から感謝状を受け取る足立組合長（右）

栗
の
幼
木
守
れ

凍
害
対
策
技
術
講
習
会
開
催油圧ショベルによる「株ゆるめ処理」

色艶やかなおはぎ弁当を作る「新たんぽぽの会」

〝
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
〞

農
産
物
品
評
会
の
売
上
金
寄
付 両市の社協で寄付金を手渡す

ひがしみの農業祭実行委員会足立会長

各
生
産
協
議
会
が
反
省
会

２６
年
度
を
振
り
返
る

い
ち
ご
出
荷
本
番

色
ツ
ヤ
甘
み
十
分

東美濃夏秋なす生産協議会長より表彰を受ける林さん

粘
り
強
く
豊
か
な
風
味

全
国
へ
自
然
薯
発
送

じ

　ね
ん
じ
ょ

目
揃
え
会
で
重
量
な
ど
を
確
認
す
る
生
産
者

出
荷
基
準
を
確
認
す
る
生
産
者

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
出
荷
開
始

生
育
・
品
質
良
好

収穫を行うちぢみほうれんそう生産者
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皆
さ
ん
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り

初
詣
に
は
行
き
ま
す
か
？
初
詣
で
お
守
り

や
お
札
を
い
た
だ
く
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
お
守
り
や
お
札
、
普
段
は
ど
う

扱
い
、
最
終
的
に
は
ど
の
よ
う
に
返
納
し

た
ら
よ
い
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
お
守
り
は
そ
の
名
の
通
り
、
か
ば
ん
な

ど
に
入
れ
て
常
に
身
に
着
け
る
こ
と
で
、

自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
物
。
お
札
は
一
般

的
に
神
棚
な
ど
に
飾
り
ま
す
。
し
か
し
最

近
は
神
棚
が
な
い
家
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
、
奉
書
紙
を
当
て
そ
の

上
に
お
札
を
貼
り
、
南
ま
た
は
東
向
き
の

壁
の
高
い
場
所
に
設
置
す
る
の
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
奉
書
紙
は
半
紙
な
ど
で

代
用
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ど
う

し
て
も
壁
に
貼
れ
な
い
場
合
は
、
家
具
の

上
に
置
い
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様

は
き
れ
い
な
空
間
を
好
む
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
周
辺
を
常
に
ス
ッ
キ
リ
と
整
え

て
お
け
ば
自
然
に
気
持
ち
も
落
ち
着
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
守
り
も
お
札
も
、
基
本
的
に
は
一
年

が
過
ぎ
た
ら
返
納
し
ま
す
。
こ
れ
は
神
様

が
清
浄
を
好
む
か
ら
と
い
う
理
由
と
、
新

た
な
気
持
ち
で
一
年
の
守
護
を
祈
願
す
る

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
し
て
も
思
い
出
と
し

て
持
っ
て
い
た
い
場
合
は
返
納
し
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

　
返
納
は
、
い
た
だ
い
た
神
社
仏
閣
に
直

接
お
返
し
す
る
の
が
一
番
で
す
が
、
遠
方

で
行
け
な
い
場
合
は
、
近
く
の
神
社
仏
閣

で
も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
神
社
の
物
は
神
社
へ
、

寺
院
の
も
の
は
寺
院
へ
返
納
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
た
き
上
げ
料
を
納
め
る
こ
と
も
お
忘

れ
な
く
。
ど
う
し
て
も
元
の
場
所
に
返
納

し
た
い
場
合
は
、
郵
送
で
受
け
付
け
て
く

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
問
い
合
わ

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
い
た
だ
い
た
と
き
は
大
事
に
扱
う
お
守
り

や
お
札
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ぞ
ん
ざ
い

な
扱
い
に
変
わ
り
が
ち
で
す
。
気
持
ち
を
正

す
意
味
か
ら
も
一
年
一
年
に
区
切
り
を
つ
け
、

感
謝
の
気
持
ち
で
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
冬
に
な
る
と
、「
手
足
が
冷
え
て
、
な
か
な

か
寝
付
け
な
い
」「
体
が
冷
え
て
腰
や
肩
が

痛
む
」な
ど
、「
冷
え
」に
悩
む
女
性
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
冷
え
性
」は
、
な
ん
ら
か

の
病
気
が
原
因
で
冷
え
が
あ
る
場
合
と
、
特

に
病
気
は
な
い
が
、
冷
え
が
あ
る
場
合
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
多
い
の
は
後
者

の
場
合
で
す
。

　
特
に
病
気
も
な
く
て
冷
え
が
起
こ
る
原

因
に
は
、
食
生
活
の
乱
れ
で
、
体
の
中
で
作

ら
れ
る
熱
の
量
が
少
な
い
こ
と
や
、
動
脈
硬

化
や
貧
血
な
ど
が
あ
っ
て
、
作
ら
れ
た
熱
を

体
の
隅
々
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
自
律
神
経
の
乱

れ
で
、
冷
え
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
冷
え
性
を
改
善
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
体
を
温
め
る
熱
の
も
と
に
な
る
の
は
食

物
で
す
。
特
に
冷
え
性
の
人
は
、
朝
食
を
必

ず
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
朝
は
体
温
や

代
謝
が
ま
だ
低
い
状
態
な
の
で
、
そ
れ
ら
を

高
め
て
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、

朝
食
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

　
ま
た
運
動
で
筋
肉
を
増
や
し
ま
す
。
筋
肉

は
、
一
日
の
活
動
で
体
が
生
み
出
す
熱
の
約

６
割
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
で

あ
ま
り
筋
肉
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋

力
が
低
下
し
、
冷
え
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

１
日
30
分
、
早
足
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が

適
当
で
す
。

　
服
装
も
大
事
で
、
薄
着
や
露
出
は
で
き
る

だ
け
避
け
、
全
身
の
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う

に
し
、
手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
で
局
所
の
保

温
を
し
ま
す
。
腹
巻
き
や
カ
イ
ロ
を
活
用
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
入
浴
は
体
を
温
め
ま
す
が
、
あ
ま
り
熱
い

湯
で
な
く
、
38
度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
湯
で
、

15
分
程
度
ゆ
っ
く
り
入
っ
て
い
る
と
体
が

温
ま
り
ま
す
。
足
が
冷
え
て
し
ま
っ
た
と
き

に
は
、
寝
る
前
の
足
湯
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
（株）
岐
阜
県
畜
産
公
社
は
11
月
25
日
、
岐

阜
市
食
肉
地
方
卸
売
市
場
で
、
２
０
１
４

年
岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会
の
枝
肉

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
で
肥
育
し
た
牛
１
５
０
頭
（
雌
51

頭
、
去
勢
99
頭
）
の
出
品
が
あ
り
、
県
畜

産
研
究
所
な
ど
の
審
査
員
が
発
達
具
合
や

肉
質
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

12
月
７
日
、
来
店
者
へ
つ
き
た
て
の
お
餅

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
の
一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
年
末
年

始
の
売
り
出
し
な
ど
の
感
謝
祭
に
合
わ
せ

て
行
い
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
が
地
元
産
の

も
ち
米
30
　
を
使
い
、
石
臼
に
入
れ
木
槌

で
つ
き
、
つ
き
た
て
を
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
員

が
き
な
粉
を
使
っ
て
お
は
ぎ
を
作
り
来
店

者
に
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
来
店
者
は「
つ
き
た
て
は
柔
ら
か
く
て

美
味
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
坂
本
支
店
は
11
月
27
日
、
年
金

友
の
会
坂
本
支
部
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
の
一
環
で
毎
年
行
わ
れ
、
59
名
が

参
加
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
優
勝
は
、

吉
田
幸
子
さ

ん
で
し
た
。
吉

田
さ
ん
は
大

会
２
連
覇
で

す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
は
、
12
月
８
日
、

高
山
市
の「
荒
城
郷
ま
ほ
ろ
ば
文
化
村
」

を
訪
れ
、
花
餅
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
花
餅
は
雪
国
の
新
年
を
迎
え
る
お
正
月

飾
り
と
し
て
古
く
か
ら
飛
騨
高
山
に
伝
わ

る
風
習
。
白
樺
の
株
に
桃
の
枝
を
挿
し
込

み
、
薄
く
伸
ば
し
た
紅
白
の
餅
を
固
く
な

る
前
に
手
早
く
枝
に
巻
き
つ
け
ま
す
。Ｊ

Ａ
ひ
だ
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、
30
分
ほ

ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
花
餅
は
日
数
が
経
つ
と
次
第
に
ぽ
ろ
ぽ

ろ
と
枝
か
ら
落
ち
始
め
ま
す
が
、
油
で
揚

げ
る
と
あ
ら
れ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
出

席
し
た
同
役
員
は
完
成
さ
せ
た
花
餅
を
笑

顔
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
中
津
川
支
店
は
12
月
７
日
、
中

津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
利
用
者
の

親
子
を
対
象
に
、Ｊ
Ａ
共
済
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
一

環
で
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
っ
と
Ｊ
Ａ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
は
、

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
マ

シ
ー
ン
で
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
ハ
ン

カ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

冷
え
性
の
対
処
法

お
守
り
や
お
札
の
取
り
扱
い

ホ
ー
ム
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
●
吉
島

　智美

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会

（株）
奥
田
屋
牧
場
が
優
秀
賞
２
席

つ
き
た
て
の
お
餅
ど
う
ぞ

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
感
謝
祭

餅
つ
き
を
す
る
足
立
組
合
長

1

▽
優
秀
賞
２
席
＝
（株）
奥
田
屋
牧
場

　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
郷
樹
さ
ん

▽
優
良
賞
１
席
＝
内
藤
厚
弥
さ
ん

▽
優
良
賞
２
席
＝
纐
纈
輝
己
さ
ん

▽
優
良
賞
５
席
＝
中
島
元
喜
さ
ん

ひ
が
し
み
の
女
性
部
役
員
研
修
会

飛
騨
高
山
の
伝
統
飾
り〝
花
餅
〞作
り

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
で
親
睦
深
め
る

坂
本
支
店
が
マ
レッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

Ｊ
Ａ
共
済
を
Ｐ
Ｒ

中
津
川
支
店
が
フ
ァ
ン
づ
く
り

ＪＡ共済をＰＲする中津川支店職員ら

２連覇に輝いた吉田さん（左）へ
賞品を手渡す古井敏明坂本支店長（右）

花餅を作る女性部役員ら

kg
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皆
さ
ん
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り

初
詣
に
は
行
き
ま
す
か
？
初
詣
で
お
守
り

や
お
札
を
い
た
だ
く
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
お
守
り
や
お
札
、
普
段
は
ど
う

扱
い
、
最
終
的
に
は
ど
の
よ
う
に
返
納
し

た
ら
よ
い
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
お
守
り
は
そ
の
名
の
通
り
、
か
ば
ん
な

ど
に
入
れ
て
常
に
身
に
着
け
る
こ
と
で
、

自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
物
。
お
札
は
一
般

的
に
神
棚
な
ど
に
飾
り
ま
す
。
し
か
し
最

近
は
神
棚
が
な
い
家
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
、
奉
書
紙
を
当
て
そ
の

上
に
お
札
を
貼
り
、
南
ま
た
は
東
向
き
の

壁
の
高
い
場
所
に
設
置
す
る
の
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
奉
書
紙
は
半
紙
な
ど
で

代
用
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ど
う

し
て
も
壁
に
貼
れ
な
い
場
合
は
、
家
具
の

上
に
置
い
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様

は
き
れ
い
な
空
間
を
好
む
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
周
辺
を
常
に
ス
ッ
キ
リ
と
整
え

て
お
け
ば
自
然
に
気
持
ち
も
落
ち
着
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
守
り
も
お
札
も
、
基
本
的
に
は
一
年

が
過
ぎ
た
ら
返
納
し
ま
す
。
こ
れ
は
神
様

が
清
浄
を
好
む
か
ら
と
い
う
理
由
と
、
新

た
な
気
持
ち
で
一
年
の
守
護
を
祈
願
す
る

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
し
て
も
思
い
出
と
し

て
持
っ
て
い
た
い
場
合
は
返
納
し
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

　
返
納
は
、
い
た
だ
い
た
神
社
仏
閣
に
直

接
お
返
し
す
る
の
が
一
番
で
す
が
、
遠
方

で
行
け
な
い
場
合
は
、
近
く
の
神
社
仏
閣

で
も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
神
社
の
物
は
神
社
へ
、

寺
院
の
も
の
は
寺
院
へ
返
納
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
た
き
上
げ
料
を
納
め
る
こ
と
も
お
忘

れ
な
く
。
ど
う
し
て
も
元
の
場
所
に
返
納

し
た
い
場
合
は
、
郵
送
で
受
け
付
け
て
く

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
問
い
合
わ

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
い
た
だ
い
た
と
き
は
大
事
に
扱
う
お
守
り

や
お
札
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ぞ
ん
ざ
い

な
扱
い
に
変
わ
り
が
ち
で
す
。
気
持
ち
を
正

す
意
味
か
ら
も
一
年
一
年
に
区
切
り
を
つ
け
、

感
謝
の
気
持
ち
で
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
冬
に
な
る
と
、「
手
足
が
冷
え
て
、
な
か
な

か
寝
付
け
な
い
」「
体
が
冷
え
て
腰
や
肩
が

痛
む
」な
ど
、「
冷
え
」に
悩
む
女
性
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
冷
え
性
」は
、
な
ん
ら
か

の
病
気
が
原
因
で
冷
え
が
あ
る
場
合
と
、
特

に
病
気
は
な
い
が
、
冷
え
が
あ
る
場
合
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
多
い
の
は
後
者

の
場
合
で
す
。

　
特
に
病
気
も
な
く
て
冷
え
が
起
こ
る
原

因
に
は
、
食
生
活
の
乱
れ
で
、
体
の
中
で
作

ら
れ
る
熱
の
量
が
少
な
い
こ
と
や
、
動
脈
硬

化
や
貧
血
な
ど
が
あ
っ
て
、
作
ら
れ
た
熱
を

体
の
隅
々
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
自
律
神
経
の
乱

れ
で
、
冷
え
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
冷
え
性
を
改
善
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
体
を
温
め
る
熱
の
も
と
に
な
る
の
は
食

物
で
す
。
特
に
冷
え
性
の
人
は
、
朝
食
を
必

ず
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
朝
は
体
温
や

代
謝
が
ま
だ
低
い
状
態
な
の
で
、
そ
れ
ら
を

高
め
て
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、

朝
食
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

　
ま
た
運
動
で
筋
肉
を
増
や
し
ま
す
。
筋
肉

は
、
一
日
の
活
動
で
体
が
生
み
出
す
熱
の
約

６
割
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
で

あ
ま
り
筋
肉
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋

力
が
低
下
し
、
冷
え
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

１
日
30
分
、
早
足
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が

適
当
で
す
。

　
服
装
も
大
事
で
、
薄
着
や
露
出
は
で
き
る

だ
け
避
け
、
全
身
の
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う

に
し
、
手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
で
局
所
の
保

温
を
し
ま
す
。
腹
巻
き
や
カ
イ
ロ
を
活
用
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
入
浴
は
体
を
温
め
ま
す
が
、
あ
ま
り
熱
い

湯
で
な
く
、
38
度
く
ら
い
の
ぬ
る
め
の
湯
で
、

15
分
程
度
ゆ
っ
く
り
入
っ
て
い
る
と
体
が

温
ま
り
ま
す
。
足
が
冷
え
て
し
ま
っ
た
と
き

に
は
、
寝
る
前
の
足
湯
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
（株）
岐
阜
県
畜
産
公
社
は
11
月
25
日
、
岐

阜
市
食
肉
地
方
卸
売
市
場
で
、
２
０
１
４

年
岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会
の
枝
肉

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
で
肥
育
し
た
牛
１
５
０
頭
（
雌
51

頭
、
去
勢
99
頭
）
の
出
品
が
あ
り
、
県
畜

産
研
究
所
な
ど
の
審
査
員
が
発
達
具
合
や

肉
質
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

12
月
７
日
、
来
店
者
へ
つ
き
た
て
の
お
餅

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
の
一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
年
末
年

始
の
売
り
出
し
な
ど
の
感
謝
祭
に
合
わ
せ

て
行
い
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
が
地
元
産
の

も
ち
米
30
　
を
使
い
、
石
臼
に
入
れ
木
槌

で
つ
き
、
つ
き
た
て
を
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
員

が
き
な
粉
を
使
っ
て
お
は
ぎ
を
作
り
来
店

者
に
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
来
店
者
は「
つ
き
た
て
は
柔
ら
か
く
て

美
味
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
坂
本
支
店
は
11
月
27
日
、
年
金

友
の
会
坂
本
支
部
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
の
一
環
で
毎
年
行
わ
れ
、
59
名
が

参
加
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
優
勝
は
、

吉
田
幸
子
さ

ん
で
し
た
。
吉

田
さ
ん
は
大

会
２
連
覇
で

す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
は
、
12
月
８
日
、

高
山
市
の「
荒
城
郷
ま
ほ
ろ
ば
文
化
村
」

を
訪
れ
、
花
餅
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
花
餅
は
雪
国
の
新
年
を
迎
え
る
お
正
月

飾
り
と
し
て
古
く
か
ら
飛
騨
高
山
に
伝
わ

る
風
習
。
白
樺
の
株
に
桃
の
枝
を
挿
し
込

み
、
薄
く
伸
ば
し
た
紅
白
の
餅
を
固
く
な

る
前
に
手
早
く
枝
に
巻
き
つ
け
ま
す
。Ｊ

Ａ
ひ
だ
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、
30
分
ほ

ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
花
餅
は
日
数
が
経
つ
と
次
第
に
ぽ
ろ
ぽ

ろ
と
枝
か
ら
落
ち
始
め
ま
す
が
、
油
で
揚

げ
る
と
あ
ら
れ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
出

席
し
た
同
役
員
は
完
成
さ
せ
た
花
餅
を
笑

顔
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
中
津
川
支
店
は
12
月
７
日
、
中

津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
利
用
者
の

親
子
を
対
象
に
、Ｊ
Ａ
共
済
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
一

環
で
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
っ
と
Ｊ
Ａ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
は
、

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
マ

シ
ー
ン
で
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
ハ
ン

カ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

冷
え
性
の
対
処
法

お
守
り
や
お
札
の
取
り
扱
い

ホ
ー
ム
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
●
吉
島

　智美

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会

（株）
奥
田
屋
牧
場
が
優
秀
賞
２
席

つ
き
た
て
の
お
餅
ど
う
ぞ

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
感
謝
祭

餅
つ
き
を
す
る
足
立
組
合
長

1

▽
優
秀
賞
２
席
＝
（株）
奥
田
屋
牧
場

　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
郷
樹
さ
ん

▽
優
良
賞
１
席
＝
内
藤
厚
弥
さ
ん

▽
優
良
賞
２
席
＝
纐
纈
輝
己
さ
ん

▽
優
良
賞
５
席
＝
中
島
元
喜
さ
ん

ひ
が
し
み
の
女
性
部
役
員
研
修
会

飛
騨
高
山
の
伝
統
飾
り〝
花
餅
〞作
り

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
で
親
睦
深
め
る

坂
本
支
店
が
マ
レッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

Ｊ
Ａ
共
済
を
Ｐ
Ｒ

中
津
川
支
店
が
フ
ァ
ン
づ
く
り

ＪＡ共済をＰＲする中津川支店職員ら

２連覇に輝いた吉田さん（左）へ
賞品を手渡す古井敏明坂本支店長（右）

花餅を作る女性部役員ら

kg



平成２６年産で米の補填が行われると決定した場合に
ついては、下落した米価の約３３．７５％相当額が補てん
金として交付されます。

岐阜県産米の
標準的収入額

（21～25年産
米の内、最低・
最高を除く
３ヵ年平均）

下落した米価の
９割

平成２６年産米に限り、
積立金なしで補てんを受ける

ことができる

従来の対策の国費
相当分の５割

補てん金

国　　費
（４分の３）

従来の対策の国費
相当分の５割

平成２６年産米
の収入額

10.5万

8.0万

5.5万

380※ 530※ 680※
（標準単収値）

単収（kg/10a）

助成額
（万円）

数量払の単価（傾き）：約167円／kg
［飼料用米・米粉用米の交付単価のイメージ］

※は全国平均の数値であり、各地域への適
用に当たっては、当該地域に応じた単収（配
分単収）を適用

● 1011 ● JAひがしみの

　
肉
と
の
相
性
が
良
い
、
ス
タ
ミ
ナ
を
養

う
ニ
ラ
は
、
カ
ロ
テ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
B2
・

カ
ル
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が
豊
富
で

栄
養
価
は
抜
群
、
体
を
温
め
る
温
性
野
菜

で
、
血
流
を
良
く
し
て
胃
腸
の
働
き
を
整

え
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
強
健
な
野
菜
で
、
一
度
植
え
て
お
け
ば

毎
年
、
年
に
数
回
刈
り
取
り
で
き
る
の
で
、

狭
い
家
庭
菜
園
に
も
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　
し
か
し
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
、
２

〜
３
年
取
り
続
け
る
と
幅
広
で
厚
み
の
あ

る
良
い
葉
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
早
め
に
株
分
け

し
、
更
新
す
る
の
が
上
手
な
育
て
方
で
す
。

　
株
を
分
け
る
の
に
一
番
良
い
時
期
は
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。
ニ

ラ
は
冬
に
入
る
と
葉
が
枯
れ
て
根
株
が
休

眠
状
態
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
覚
め
、

小
さ
な
新
芽
が
動

き
始
め
た
状
態
を

見
計
ら
っ
て
作
業

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

は
根
株
に
栄
養
が

十
分
に
蓄
え
ら
れ

て
い
て
、
断
根
や
分

割
と
い
う
荒
療
治

を
し
て
も
傷
み
が

少
な
く
、
作
業
も
し
や
す
い
か
ら
で
す
。

　
株
分
け
は
、
ま
ず
地
上
に
残
っ
て
い
る

枯
葉
を
、
５
　
く
ら
い
の
高
さ
に
、
き
れ

い
に
刈
り
取
り
ま
す
。
そ
し
て
株
の
周
り

に
、
く
わ
か
シ
ャ
ベ
ル
を
大
き
く
打
ち
込

ん
で
根
株
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

　
根
株
は
強
大
で
、
細
根
が
密
に
張
っ
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
を
掘
り
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
中
ほ
ど
で
切
断
す
る
よ

う
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
掘
り
上
げ

た
根
株
は
、
土
を
落
と
し
、
指
先
に
力
を
い

れ
て
大
き
く
割
り
、
さ
ら
に
小
割
り
し
て

図
の
よ
う
に
１
株
ず
つ
に
仕
分
け
し
ま
す
。

　
新
し
い
畑
へ
の
植
え
付
け
は
、
条
間
80

　
、
深
さ
10
　
ほ
ど
の
植
え
溝
を
作
り
、

分
け
た
株
を
２
〜
３
株
ま
と
め
て
20
〜
25

　
の
株
間
に
植
え
つ
け
ま
す
。

　
元
肥
に
は
堆
肥
や
油
か
す
、
暖
効
性
の

化
成
肥
料
を
十
分
に
施
し
て
お
き
ま
す
。

植
え
る
と
き
に
は
、
根
株
を
束
状
に
ま
と

め
な
い
で
、
平
置
き
に
し
ま
し
ょ
う
。
覆

土
は
株
の
上
部
が
や
や
出
て
く
る
く
ら
い

に
と
ど
め
、
や
が
て
新
葉
が
伸
び
だ
し
て

き
た
ら
葉
先
を
埋
め
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
２
回
ほ
ど
覆
土
し
、
溝
が
全
部
埋
ま
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
晩

春
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
勢
い
の
良
い
、
良

質
の
ニ
ラ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
穫
は
25
　
ほ
ど
に
伸
び
た
と
き
、
地

上
５
〜
６
　
の
と
こ
ろ
か
ら
刈
り
取
り
ま

す
。
そ
の
後
少
量
の
追
肥
を
し
、
伸
び
た

ら
再
び
収
穫
し
ま
す
。

　
８
月
に
入
る
と
と
う
立
ち
し
、
や
が
て

開
花
し
て
く
る
の
で
、
一
斉
に
全
部
刈
り

取
り
し
、
追
肥
し
て
秋
の
収
穫
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
、
米
価
下
落
に
対
し
て「
収
入
減
少
緩
和
対

策（
以
下
ナ
ラ
シ
対
策
）」と
い
う
制
度
に
よ
り
、

国
か
ら
の
補
て
ん
金
と
生
産
者
の
積
立
金
を
も
っ

て
、
米
価
下
落
に
よ
る
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
２６
年
産
米
に
限
り
、
米
価
の
下
落

に
対
す
る
補
て
ん
金
を
、
生
産
者
の
積
立
金
な
し

で
貰
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
条
件

　
以
下
４
つ
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
①
平
成
２６
年
産
の
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交

　
　
付
対
象
者
で
あ
る（
平
成
２６
年
12
月
交
付
済

　
　
７
，
５
０
０
円
/
１０
ａ
）

　
②
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
生
産
さ
れ
て
い

　
　
る
こ
と

　
③
農
産
物
検
査（
Ｊ
Ａ
等
の
米
穀
機
構
で
の
検
　

　
　
査
）で
３
等
以
上
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
④
主
食
用
と
し
て
平
成
２６
年
度
末
ま
で
に
販
　

　
　
売
又
は
出
荷
し
た
も
の

補
て
ん
内
容

　
米
価
が
下
落
し
た
額
の
う
ち
、
１
俵
辺
り
約

３
３
．
７
５
％
相
当
額
が
補
て
ん
金
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

（
例
）平
成
２６
年
産
米
が
、
例
年
よ
り
も
１
俵
辺
り

４
，
０
０
０
円
下
落
し

た
場
合
１
，
３
５
０
円

が
１
俵
辺
り
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。﹇
図
1
﹈

※
３
月
末
ま
で
の
米
価

に
よ
り
交
付
の
有
無
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
現
時

点
で
は
確
実
に
貰
え
る

と
決
定
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
書
類
等

　
対
策
を
受
け
る
た
め
に
は
、
以
下
の
２
種
類
の

書
類
を
添
付
証
明
書
類
と
し
て
、
平
成
２7
年
度
４

月
に
市
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
販
売
伝
票
等

　
　
　
販
売
伝
票
・
納
品
書
・
受
領
書
等
の
控
え

　
　（
販
売
年
月
日
、
販
売
相
手
先
、
品
種
銘
柄
ご

　
　
と
の
販
売
数
量
を
確

　
　
認
し
ま
す
）

﹇
図
２
﹈

　
②
農
産
物
検
査
結
果
通
知
書

　
　
　
品
位
等
検
査
を
受
　

　
　
検
し
３
等
以
上
の
等
　

　
　
級
に
格
付
け
さ
れ
て
　

　
　
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す

﹇
図
3
﹈

※
①
②
は

当
Ｊ
Ａ
で

出
荷
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
必
要
あ

り
ま
せ
ん（
検
査
後
、

自
己
引
取
の
場
合
出

荷
伝
票
が
必
要
で
す
）

平
成
２７
年
産
以
降
の
ナ
ラ
シ
対
策
に
お
け

る
変
更
点
に
つ
い
て

　
従
来
、
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
に
は
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
２7
年
産
か
ら
は
、
こ

の
一
定
の
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
認
定
農
業
者
・
集

落
営
農
で
あ
れ
ば
対
策
へ
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
各
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
、
中
津
川
市
、
恵
那
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

備
蓄
米（
政
府
買
取
米
）、
加
工
用
米
、
飼
料

用
米
等
の
水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
Ｊ
Ａ
で
は
、
減
少
す
る
一
方
の
主
食
用
米

の
需
要
と
、
そ
れ
に
伴
う
米
価
の
下
落
に
対
し
て

の
対
策
と
し
て
、
水
田
活
用
米
穀
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

　
①
農
業
経
営
が
安
定

　
　
　
安
定
し
た
収
入（
国
か
ら
の
交

　
　
付
金
）を
得
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
事
前
に
計
算
も
可
能

■
備
蓄
米
の
場
合

　
　
政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

　
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

■
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
の
場
合

　
　
交
付
金
収
入
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
入
が
得

　
ら
れ
ま
す
。

　
﹇
図
4
﹈

※
Ｊ
Ａ
で
は
、
水
田

活
用
米
穀
の
申
込

み
を
頂
き
ま
す
と
、

備
蓄
米
、
加
工
用
米
、

飼
料
用
米
に
振
り

分
け
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
、
ど
の

取
り
組
み
と
な
っ

て
も
所
得
差
を
極

力
抑
え
た
形
で
精

算
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
・
支
店
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
②
主
食
用
米
の
価
格
安
定

　
　
　
水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

　
　
主
食
用
米
の
需
要
と
供
給
が
マ
ッ
チ
し
、
価

　
　
格
安
定
に
つ
な
が
る
　

水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
む
に
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

各
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［図1］
［図2］

［図4］

［図3］

　
　交
付
単
価

　
　
加
工
用
米
　２
０
，
０
０
０
円
/
10
ａ

　
　
飼
料
用
米
　
収
量
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
５
５
，０
０
０
〜

　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
，０
０
０
円
/
10
ａ

ニ
ラ
は
春
先
の
株
分
け
更
新
が
大
切

米
価
下
落
に
対
す
る
補
て
ん
金

2015年
1月

情報

2015年
1月

大きくくわを打ち込んで
掘り上げる

新しい畑に2～3株ずつ並べて
まとめて植え付ける

油かす 堆肥

刈り取る

根株を割る

1株ずつ分ける

cm

cmcm

cm

cm
cm



平成２６年産で米の補填が行われると決定した場合に
ついては、下落した米価の約３３．７５％相当額が補てん
金として交付されます。

岐阜県産米の
標準的収入額

（21～25年産
米の内、最低・
最高を除く
３ヵ年平均）

下落した米価の
９割

平成２６年産米に限り、
積立金なしで補てんを受ける

ことができる

従来の対策の国費
相当分の５割

補てん金

国　　費
（４分の３）

従来の対策の国費
相当分の５割

平成２６年産米
の収入額

10.5万

8.0万

5.5万

380※ 530※ 680※
（標準単収値）

単収（kg/10a）

助成額
（万円）

数量払の単価（傾き）：約167円／kg
［飼料用米・米粉用米の交付単価のイメージ］

※は全国平均の数値であり、各地域への適
用に当たっては、当該地域に応じた単収（配
分単収）を適用
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肉
と
の
相
性
が
良
い
、
ス
タ
ミ
ナ
を
養

う
ニ
ラ
は
、
カ
ロ
テ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
B2
・

カ
ル
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が
豊
富
で

栄
養
価
は
抜
群
、
体
を
温
め
る
温
性
野
菜

で
、
血
流
を
良
く
し
て
胃
腸
の
働
き
を
整

え
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
強
健
な
野
菜
で
、
一
度
植
え
て
お
け
ば

毎
年
、
年
に
数
回
刈
り
取
り
で
き
る
の
で
、

狭
い
家
庭
菜
園
に
も
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　
し
か
し
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
、
２

〜
３
年
取
り
続
け
る
と
幅
広
で
厚
み
の
あ

る
良
い
葉
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
早
め
に
株
分
け

し
、
更
新
す
る
の
が
上
手
な
育
て
方
で
す
。

　
株
を
分
け
る
の
に
一
番
良
い
時
期
は
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。
ニ

ラ
は
冬
に
入
る
と
葉
が
枯
れ
て
根
株
が
休

眠
状
態
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
覚
め
、

小
さ
な
新
芽
が
動

き
始
め
た
状
態
を

見
計
ら
っ
て
作
業

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

は
根
株
に
栄
養
が

十
分
に
蓄
え
ら
れ

て
い
て
、
断
根
や
分

割
と
い
う
荒
療
治

を
し
て
も
傷
み
が

少
な
く
、
作
業
も
し
や
す
い
か
ら
で
す
。

　
株
分
け
は
、
ま
ず
地
上
に
残
っ
て
い
る

枯
葉
を
、
５
　
く
ら
い
の
高
さ
に
、
き
れ

い
に
刈
り
取
り
ま
す
。
そ
し
て
株
の
周
り

に
、
く
わ
か
シ
ャ
ベ
ル
を
大
き
く
打
ち
込

ん
で
根
株
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

　
根
株
は
強
大
で
、
細
根
が
密
に
張
っ
て

い
る
の
で
、
す
べ
て
を
掘
り
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
中
ほ
ど
で
切
断
す
る
よ

う
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
掘
り
上
げ

た
根
株
は
、
土
を
落
と
し
、
指
先
に
力
を
い

れ
て
大
き
く
割
り
、
さ
ら
に
小
割
り
し
て

図
の
よ
う
に
１
株
ず
つ
に
仕
分
け
し
ま
す
。

　
新
し
い
畑
へ
の
植
え
付
け
は
、
条
間
80

　
、
深
さ
10
　
ほ
ど
の
植
え
溝
を
作
り
、

分
け
た
株
を
２
〜
３
株
ま
と
め
て
20
〜
25

　
の
株
間
に
植
え
つ
け
ま
す
。

　
元
肥
に
は
堆
肥
や
油
か
す
、
暖
効
性
の

化
成
肥
料
を
十
分
に
施
し
て
お
き
ま
す
。

植
え
る
と
き
に
は
、
根
株
を
束
状
に
ま
と

め
な
い
で
、
平
置
き
に
し
ま
し
ょ
う
。
覆

土
は
株
の
上
部
が
や
や
出
て
く
る
く
ら
い

に
と
ど
め
、
や
が
て
新
葉
が
伸
び
だ
し
て

き
た
ら
葉
先
を
埋
め
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
２
回
ほ
ど
覆
土
し
、
溝
が
全
部
埋
ま
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
晩

春
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
勢
い
の
良
い
、
良

質
の
ニ
ラ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
穫
は
25
　
ほ
ど
に
伸
び
た
と
き
、
地

上
５
〜
６
　
の
と
こ
ろ
か
ら
刈
り
取
り
ま

す
。
そ
の
後
少
量
の
追
肥
を
し
、
伸
び
た

ら
再
び
収
穫
し
ま
す
。

　
８
月
に
入
る
と
と
う
立
ち
し
、
や
が
て

開
花
し
て
く
る
の
で
、
一
斉
に
全
部
刈
り

取
り
し
、
追
肥
し
て
秋
の
収
穫
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
、
米
価
下
落
に
対
し
て「
収
入
減
少
緩
和
対

策（
以
下
ナ
ラ
シ
対
策
）」と
い
う
制
度
に
よ
り
、

国
か
ら
の
補
て
ん
金
と
生
産
者
の
積
立
金
を
も
っ

て
、
米
価
下
落
に
よ
る
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
２６
年
産
米
に
限
り
、
米
価
の
下
落

に
対
す
る
補
て
ん
金
を
、
生
産
者
の
積
立
金
な
し

で
貰
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
条
件

　
以
下
４
つ
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
①
平
成
２６
年
産
の
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交

　
　
付
対
象
者
で
あ
る（
平
成
２６
年
12
月
交
付
済

　
　
７
，
５
０
０
円
/
１０
ａ
）

　
②
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
生
産
さ
れ
て
い

　
　
る
こ
と

　
③
農
産
物
検
査（
Ｊ
Ａ
等
の
米
穀
機
構
で
の
検
　

　
　
査
）で
３
等
以
上
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
④
主
食
用
と
し
て
平
成
２６
年
度
末
ま
で
に
販
　

　
　
売
又
は
出
荷
し
た
も
の

補
て
ん
内
容

　
米
価
が
下
落
し
た
額
の
う
ち
、
１
俵
辺
り
約

３
３
．
７
５
％
相
当
額
が
補
て
ん
金
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

（
例
）平
成
２６
年
産
米
が
、
例
年
よ
り
も
１
俵
辺
り

４
，
０
０
０
円
下
落
し

た
場
合
１
，
３
５
０
円

が
１
俵
辺
り
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。﹇
図
1
﹈

※
３
月
末
ま
で
の
米
価

に
よ
り
交
付
の
有
無
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
現
時

点
で
は
確
実
に
貰
え
る

と
決
定
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
書
類
等

　
対
策
を
受
け
る
た
め
に
は
、
以
下
の
２
種
類
の

書
類
を
添
付
証
明
書
類
と
し
て
、
平
成
２7
年
度
４

月
に
市
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
販
売
伝
票
等

　
　
　
販
売
伝
票
・
納
品
書
・
受
領
書
等
の
控
え

　
　（
販
売
年
月
日
、
販
売
相
手
先
、
品
種
銘
柄
ご

　
　
と
の
販
売
数
量
を
確

　
　
認
し
ま
す
）

﹇
図
２
﹈

　
②
農
産
物
検
査
結
果
通
知
書

　
　
　
品
位
等
検
査
を
受
　

　
　
検
し
３
等
以
上
の
等
　

　
　
級
に
格
付
け
さ
れ
て
　

　
　
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す

﹇
図
3
﹈

※
①
②
は

当
Ｊ
Ａ
で

出
荷
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
必
要
あ

り
ま
せ
ん（
検
査
後
、

自
己
引
取
の
場
合
出

荷
伝
票
が
必
要
で
す
）

平
成
２７
年
産
以
降
の
ナ
ラ
シ
対
策
に
お
け

る
変
更
点
に
つ
い
て

　
従
来
、
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
に
は
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
２7
年
産
か
ら
は
、
こ

の
一
定
の
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
認
定
農
業
者
・
集

落
営
農
で
あ
れ
ば
対
策
へ
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
各
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
、
中
津
川
市
、
恵
那
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

備
蓄
米（
政
府
買
取
米
）、
加
工
用
米
、
飼
料

用
米
等
の
水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
Ｊ
Ａ
で
は
、
減
少
す
る
一
方
の
主
食
用
米

の
需
要
と
、
そ
れ
に
伴
う
米
価
の
下
落
に
対
し
て

の
対
策
と
し
て
、
水
田
活
用
米
穀
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

　
①
農
業
経
営
が
安
定

　
　
　
安
定
し
た
収
入（
国
か
ら
の
交

　
　
付
金
）を
得
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
事
前
に
計
算
も
可
能

■
備
蓄
米
の
場
合

　
　
政
府
が
買
い
取
る
お
米
で
す
の
で
、
価
格
が

　
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転
作
と
し
て

■
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
の
場
合

　
　
交
付
金
収
入
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
入
が
得

　
ら
れ
ま
す
。

　
﹇
図
4
﹈

※
Ｊ
Ａ
で
は
、
水
田

活
用
米
穀
の
申
込

み
を
頂
き
ま
す
と
、

備
蓄
米
、
加
工
用
米
、

飼
料
用
米
に
振
り

分
け
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
、
ど
の

取
り
組
み
と
な
っ

て
も
所
得
差
を
極

力
抑
え
た
形
で
精

算
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
・
支
店
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
②
主
食
用
米
の
価
格
安
定

　
　
　
水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

　
　
主
食
用
米
の
需
要
と
供
給
が
マ
ッ
チ
し
、
価

　
　
格
安
定
に
つ
な
が
る
　

水
田
活
用
米
穀
に
取
り
組
む
に
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

各
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［図1］
［図2］

［図4］

［図3］

　
　交
付
単
価

　
　
加
工
用
米
　２
０
，
０
０
０
円
/
10
ａ

　
　
飼
料
用
米
　
収
量
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
５
５
，０
０
０
〜

　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
，０
０
０
円
/
10
ａ

ニ
ラ
は
春
先
の
株
分
け
更
新
が
大
切

米
価
下
落
に
対
す
る
補
て
ん
金

2015年
1月

情報

2015年
1月

大きくくわを打ち込んで
掘り上げる

新しい畑に2～3株ずつ並べて
まとめて植え付ける

油かす 堆肥

刈り取る

根株を割る

1株ずつ分ける

cm

cmcm

cm

cm
cm
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今
年
の「
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
４
月
に
応

募
作
品
が
選
ば
れ
た
大
貴
さ
ん
。
写

真
を
始
め
て
ま
だ
１
年
半
で
す
が
、

近
く
に
住
む
写
真
を
長
年
趣
味
と

し
て
い
る
方
を「
先
生
」と
慕
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
り
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写
真

集
を
見
て
研
究
し
た
り
と
、
勉
強

す
る
日
々
で
す
。

　
４
月
の
入
選
作
品「
お
ぢ
ゃ
う
桜
と
共
に
」は
大
貴
さ
ん
の
中
で
も
手
応
え

を
感
じ
た
作
品
で
し
た
。「
桜
を
撮
り
た
い
」と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
た

め
、
撮
影
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
桜
の
木
の
も
と
で
農
作
業
を
行
う
女

性
と
出
会
い
ま
し
た
。
撮
影
も
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
清
々
し
い
春
を
感

じ
る
桜
と
女
性
の
農
業
に
取
り
組
む
直
向
き
な
姿
勢
を
し
っ
か
り
と
捉
え
ま
し

た
。
入
選
が
決
定
し
、
女
性
に
報
告
し
た
際
に
は
と
て
も
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
昨
年
は
地
元
で
行
わ
れ
た
市
民
写
真
展
に
も
入
選
す
る
な
ど
、
自
分
で
撮
っ

た
写
真
が
結
果
に
結
び
つ
き
始
め
、
自
身
の
技
術
力
が
確
実
に
向
上
し
て
い
る

事
か
ら
自
信
に
繋
が
り
、
改
め
て
写
真
の
楽
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
大
貴
さ

ん
が
写
真
を
撮
る
際
意
識
し
て
い
る
点
は「
目
に
見
え
な
い
も
の
を
撮
る
こ
と
」。

「
撮
影
地
の
雰
囲
気
や
空
気
、
写
っ
て
い
る
人
の
内
に
秘
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

気
持
ち
が
、
写
真
を
み
る
人
に
伝
わ
っ
て
欲
し
い
。」と
写
真
に
対
す
る
想
い
を

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　遥斗くんは優しくて面倒見の良いお兄ちゃん。ドッチボー
ルとサッカーが大好きです。
　弟の洸哉くんは戦隊ヒーローやお兄ちゃんのマネをしたり、
とっても好奇心旺盛。
　「２人とも人見知りがなく、誰にでも笑顔で人懐っこい」と、
お母さんは嬉しそうに話しました。

　
福
岡
ト
マ
ト
生
産
組
合
の
副
組
合
長
を
務
め
る

純
一
さ
ん
は
、
夏
場
に
夏
秋
ト
マ
ト
の
生
産
に
励

む
一
方
、
冬
場
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
利
用
・
収

入
確
保
の
た
め
、
７
年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
品
種
は「
章
姫
」と「
紅
ほ
っ
ぺ
」。
４・８ａ
の
面
積

に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
２
棟
。
灌
水
調
節
や
温
度
管

理
な
ど
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
奥
さ
ん
や
息
子
さ

ん
と
丁
寧
に
栽
培
し
ま
す
。
電
気
柵
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
か
ら
イ
チ
ゴ
へ
の
被

害
も
防
止
。
今
年
は
小
粒
傾
向
で
す
が
、
甘
味
・

酸
味
・
色
・
ツ
ヤ
・
香
り
ど
れ
も
良
好
。「『
美
味
し

い
』と
言
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
や

り
が
い
を
感
じ
る
」と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
ま
す
。

直
売
所
や
恵
那
北
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

約
４
㌧
の
出
荷
見
込
。

　
ま
た
、
自
宅
の
敷
地
内
に
は
イ
チ
ゴ
の
自
動
販

売
機
を
設
置
。
１
パ
ッ
ク
３
０
０
円
で
購
入
で
き

る
手
軽
さ
と
珍
し
さ
か
ら
、
近
所
の
方
や
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　
純
一
さ
ん
は
今

後
の
夢
に
つ
い
て

「
イ
チ
ゴ
狩
り
の
で

き
る
農
園
を
ひ
ら

き
た
い
。
も
ぎ
た
て

の
甘
酸
っ
ぱ
い
イ

チ
ゴ
を
食
べ
て
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
夢
を
描
き
ま
す
。

甘
い
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て

笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い

大山 純一さん
（中津川市福岡）

曽
我 

大
貴
さ
ん（
中
津
川
市
福
岡
）

遊び盛りで元気いっぱい

写
真
か
ら
伝
わ
る
想
い

　
　

 

洸
哉
く
ん

　
　

 

遥
斗
く
ん

こ
う

　や

は
る

　と

　地域密着型の金融・共済推進活動を
行っています。
　組合員、利用者さんのよりよい暮らし
づくりがサポートできるよう努力してま
いりますので、困った時はお気軽に声を
かけて下さい！

恵
那
北
部
支
店

鬼
頭 

仁
志

Profile
担　当：外務
入　組：９年目
出　身：恵那市長島町
血液型：O
好きな食べ物：カレーライス

よりよい暮らしのお手伝い イチゴの栄養素と効果
　イチゴにはビタミンＣがたっぷり含ま
れているので風邪の予防、シミ・そば
かすを防ぎ美容効果も期待できます。
鮮度が落ちるとビタミンＣも損なわれ
るので、新鮮なものをできるだけ早め
に頂きましょう。

熊
谷

（
中
津
川
市
付
知
町
）
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今
年
の「
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
４
月
に
応

募
作
品
が
選
ば
れ
た
大
貴
さ
ん
。
写

真
を
始
め
て
ま
だ
１
年
半
で
す
が
、

近
く
に
住
む
写
真
を
長
年
趣
味
と

し
て
い
る
方
を「
先
生
」と
慕
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
り
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写
真

集
を
見
て
研
究
し
た
り
と
、
勉
強

す
る
日
々
で
す
。

　
４
月
の
入
選
作
品「
お
ぢ
ゃ
う
桜
と
共
に
」は
大
貴
さ
ん
の
中
で
も
手
応
え

を
感
じ
た
作
品
で
し
た
。「
桜
を
撮
り
た
い
」と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
た

め
、
撮
影
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
桜
の
木
の
も
と
で
農
作
業
を
行
う
女

性
と
出
会
い
ま
し
た
。
撮
影
も
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
清
々
し
い
春
を
感

じ
る
桜
と
女
性
の
農
業
に
取
り
組
む
直
向
き
な
姿
勢
を
し
っ
か
り
と
捉
え
ま
し

た
。
入
選
が
決
定
し
、
女
性
に
報
告
し
た
際
に
は
と
て
も
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
昨
年
は
地
元
で
行
わ
れ
た
市
民
写
真
展
に
も
入
選
す
る
な
ど
、
自
分
で
撮
っ

た
写
真
が
結
果
に
結
び
つ
き
始
め
、
自
身
の
技
術
力
が
確
実
に
向
上
し
て
い
る

事
か
ら
自
信
に
繋
が
り
、
改
め
て
写
真
の
楽
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
大
貴
さ

ん
が
写
真
を
撮
る
際
意
識
し
て
い
る
点
は「
目
に
見
え
な
い
も
の
を
撮
る
こ
と
」。

「
撮
影
地
の
雰
囲
気
や
空
気
、
写
っ
て
い
る
人
の
内
に
秘
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

気
持
ち
が
、
写
真
を
み
る
人
に
伝
わ
っ
て
欲
し
い
。」と
写
真
に
対
す
る
想
い
を

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　遥斗くんは優しくて面倒見の良いお兄ちゃん。ドッチボー
ルとサッカーが大好きです。
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福
岡
ト
マ
ト
生
産
組
合
の
副
組
合
長
を
務
め
る

純
一
さ
ん
は
、
夏
場
に
夏
秋
ト
マ
ト
の
生
産
に
励

む
一
方
、
冬
場
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
利
用
・
収

入
確
保
の
た
め
、
７
年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
品
種
は「
章
姫
」と「
紅
ほ
っ
ぺ
」。
４・８ａ
の
面
積

に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
２
棟
。
灌
水
調
節
や
温
度
管

理
な
ど
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
奥
さ
ん
や
息
子
さ

ん
と
丁
寧
に
栽
培
し
ま
す
。
電
気
柵
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
か
ら
イ
チ
ゴ
へ
の
被

害
も
防
止
。
今
年
は
小
粒
傾
向
で
す
が
、
甘
味
・

酸
味
・
色
・
ツ
ヤ
・
香
り
ど
れ
も
良
好
。「『
美
味
し

い
』と
言
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
や

り
が
い
を
感
じ
る
」と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
ま
す
。

直
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や
恵
那
北
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ー
ン
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ン
タ
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を
中
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に

約
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出
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込
。
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チ
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た
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と
夢
を
描
き
ま
す
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● 1415 ● JAひがしみの

①七福神の一人、タイを抱え
ています
④117に電話すると分かります
⑦スライスして焼いた食パン
⑨笑い話の最後に付けるもの
⑩階段の途中の広くなってい
るところ
⑬たばこの一種　紙巻より大
きい物が多い
⑭ロシアの首都
⑰漢字では羊の歯と書く植物
⑱海や川で魚介を捕るのが
仕事

　肉や乳などを利用するため
に飼育します
　寝室から聞こえる「グオー、
グオー」

①平成２７年は乙未（きのとひつじ）
②鶏肉はチキン、牛肉はー
③煙突の中にたまります
⑤湖は張ったらスケートができ
るかも
⑥ツルの物は長くワシは鉤（か
ぎ）形
⑧最短距離の道は通らずに…
⑪縄文時代の物に縄で付けた模
様があります

⑫すらりと伸びたーのような脚
⑬金属をたたいて薄く延ばした物
⑮徳島県名産のかんきつ類
⑯1週間に7種類あります
⑲夕空に輝くーの明星
⑳晴れ着で成人ーに出席する
若者

■12月号の答え
ジョヤノカネ（除夜の鐘）

■クイズ当選者（敬称略）
可知 栄美子、大山 竜輝、川上　巖、
熊崎 みち子、長谷川 譲、原　直子、
三宅 みちえ、佐々木 勇、市川 朝子、
長谷川 明日香

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①事業継続計画について
【報告事項】
①平成２６年度上期部門部署別分析について
②第４四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について
③平成２６年度ＪＡ共済コンプライアンス点検
結果について
④年末・年始の対応について
⑤第１０回ひがしみの農業祭結果について
⑥１１月末の事業実績について

■
ウ
コ
ン
が
肝
臓
を
強
化
す
る
と
い
う
話
は
誰
も
が
知
っ
て

い
ま
す
。
私
も
半
年
ほ
ど
前
か
ら
飲
み
続
け
て
、
確
か
に
肝
機

能
の
数
値
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
ウ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
ク
ル
ク

ミ
ン
は
、
他
に
も
癌
や
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
、
メ

タ
ボ
な
ど
の
抑
制
に
も
な
り
、
ま
た
、
殺
菌
作
用
も
あ
る
そ
う

で
す
。
お
酒
と
付
き
合
う
日
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
、
少
し
ウ

コ
ン
に
頼
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
も
）

■
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」を
毎
月
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、約

１６
年
間
担
当
し
て
下
さ
っ
た
Ｍ
さ
ん
が
今
月
号
を
最
後
に
、担

当
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
無
理
を
言
っ
た
り
、わ
が
ま
ま
な
注
文
も
し
ま
し
た

が
、い
つ
も
優
し
く
聞
い
て
下
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を
付
け
て
、お
元
気

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。　
　
　
　
　 

（
歴
代
広
報
担
当
者
一
同
）

　
先
月
号「
年
末
年
始
の
一
般
常
識
」

が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
若
い

方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

中
津
川
市
蛭
川
　
林 

章
哲
さ
ん

　 
「
年
末
年
始
の
一
般
常
識
」が
と
て

も
役
立
つ
情
報
ば
か
り
で
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

中
津
川
市
阿
木
　
市
岡 

広
美
さ
ん
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
改
め

て
日
本
の
文
化
や

伝
統
を
見
直
せ
ま

す
ね
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
を
見
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
写
真
ば
か
り
で
、
寒
い
中
苦
労
し

て
撮
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お

つ
か
れ
さ
ま
で
す
。

中
津
川
市
苗
木
　
松
井 

正
典
さ
ん

　
今
年
も
多
く
の

応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
写
真
も

東
美
濃
の
四
季
や

郷
土
愛
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
審

査
に
も
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
柚
子
が
実
り
、
数
は
少
な

い
で
す
が
、
実
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

皮
を
剥
い
て
冷
凍
し
て
料
理
に
使
っ

た
り
、
瓶
に
お
酒
と
入
れ
て
１
０
日

ほ
ど
た
っ
た
も
の
を
手
に
つ
け
る
と

潤
い
ま
す
よ
。

中
津
川
市
茄
子
川
　
池
戸 

喜
久
男
さ
ん

　
爽
や
か
な
香
り
も
楽
し
め
ま
す

ね
♪

　
坂
下
に
住
ん
で
い
た
私
の
叔
母
が

持
っ
て
い
た
何
十
年
も
前
の
農
協
の

「
つ
も
り
貯
金
箱
」で
す
。「
貯
金
は
み

ん
な
の
農
協
へ
」と
書
い
て
あ
る
の
が

面
白
い
で
す
。

中
津
川
市
中
津
川
　
鈴
木 

庸
子
さ
ん

　
大
切
に
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
貯
金
は
Ｊ
Ａ
へ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ

﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成27年1月23日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に
農協全国商品券（1,000円分）を
プレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、
郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、ＪＡまたは広報誌に
対する意見、要望などをご記入
の上、下記までお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

1月

2月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

12日（木）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

14日（水）
21日（水）
〃　　

12日（木）
　〃　　

下野支店
恵那支店
山岡支店
本店
下野支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

14日（水）
〃　　

21日（水）
22日（木）
12日（木）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを
無くしてしまったら 058-276-8015TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具の
お問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

12日（木）・13日（金）※都合により変更の　場合があります

平成27年2月のふれあい訪問日

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,985人
27億1,186万円

2,173億 410万円
459億 939万円

7,288億 5,550万円
49億8,643万円
29億4,470万円

第9回理事会 （平成２６年12月19日）

（平成26年11月30日現在）
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⑥ツルの物は長くワシは鉤（か
ぎ）形
⑧最短距離の道は通らずに…
⑪縄文時代の物に縄で付けた模
様があります
⑫すらりと伸びたーのような脚
⑬金属をたたいて薄く延ばした物
⑮徳島県名産のかんきつ類
⑯1週間に7種類あります
⑲夕空に輝くーの明星
⑳晴れ着で成人ーに出席する
若者

■12月号の答え
ジョヤノカネ（除夜の鐘）

■クイズ当選者（敬称略）
可知 栄美子、大山 竜輝、川上　巖、
熊崎 みち子、長谷川 譲、原　直子、
三宅 みちえ、佐々木 勇、市川 朝子、
長谷川 明日香

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①事業継続計画について
【報告事項】
①平成２６年度上期部門部署別分析について
②第４四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について

③平成２６年度ＪＡ共済コンプライアンス点検
結果について

④年末・年始の対応について
⑤第１０回ひがしみの農業祭結果について
⑥１１月末の事業実績について

■
ウ
コ
ン
が
肝
臓
を
強
化
す
る
と
い
う
話
は
誰
も
が
知
っ
て

い
ま
す
。
私
も
半
年
ほ
ど
前
か
ら
飲
み
続
け
て
、
確
か
に
肝
機

能
の
数
値
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
ウ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
ク
ル
ク

ミ
ン
は
、
他
に
も
癌
や
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
、
メ

タ
ボ
な
ど
の
抑
制
に
も
な
り
、
ま
た
、
殺
菌
作
用
も
あ
る
そ
う

で
す
。
お
酒
と
付
き
合
う
日
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
、
少
し
ウ

コ
ン
に
頼
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
も
）

■
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」を
毎
月
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、約

１６
年
間
担
当
し
て
下
さ
っ
た
Ｍ
さ
ん
が
今
月
号
を
最
後
に
、担

当
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
無
理
を
言
っ
た
り
、わ
が
ま
ま
な
注
文
も
し
ま
し
た

が
、い
つ
も
優
し
く
聞
い
て
下
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を
付
け
て
、お
元
気

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。　
　
　
　
　 

（
歴
代
広
報
担
当
者
一
同
）

　
先
月
号「
年
末
年
始
の
一
般
常
識
」

が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
若
い

方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

中
津
川
市
蛭
川
　
林 

章
哲
さ
ん

　 

「
年
末
年
始
の
一
般
常
識
」が
と
て

も
役
立
つ
情
報
ば
か
り
で
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

中
津
川
市
阿
木
　
市
岡 

広
美
さ
ん
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
改
め

て
日
本
の
文
化
や

伝
統
を
見
直
せ
ま

す
ね
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
を
見
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
写
真
ば
か
り
で
、
寒
い
中
苦
労
し

て
撮
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お

つ
か
れ
さ
ま
で
す
。

中
津
川
市
苗
木
　
松
井 

正
典
さ
ん

　
今
年
も
多
く
の

応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
写
真
も

東
美
濃
の
四
季
や

郷
土
愛
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
審

査
に
も
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
柚
子
が
実
り
、
数
は
少
な

い
で
す
が
、
実
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

皮
を
剥
い
て
冷
凍
し
て
料
理
に
使
っ

た
り
、
瓶
に
お
酒
と
入
れ
て
１
０
日

ほ
ど
た
っ
た
も
の
を
手
に
つ
け
る
と

潤
い
ま
す
よ
。

中
津
川
市
茄
子
川
　
池
戸 

喜
久
男
さ
ん

　
爽
や
か
な
香
り
も
楽
し
め
ま
す

ね
♪

　
坂
下
に
住
ん
で
い
た
私
の
叔
母
が

持
っ
て
い
た
何
十
年
も
前
の
農
協
の

「
つ
も
り
貯
金
箱
」で
す
。「
貯
金
は
み

ん
な
の
農
協
へ
」と
書
い
て
あ
る
の
が

面
白
い
で
す
。

中
津
川
市
中
津
川
　
鈴
木 

庸
子
さ
ん

　
大
切
に
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
貯
金
は
Ｊ
Ａ
へ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ

﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成27年1月23日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に
農協全国商品券（1,000円分）を
プレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、
郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、ＪＡまたは広報誌に
対する意見、要望などをご記入
の上、下記までお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

1月

2月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

12日（木）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
下野支店
加子母支店
付知支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

14日（水）
21日（水）
〃　　

12日（木）
　〃　　

下野支店
恵那支店
山岡支店
本店
下野支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

14日（水）
〃　　

21日（水）
22日（木）
12日（木）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを
無くしてしまったら 058-276-8015TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具の
お問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

12日（木）・13日（金）※都合により変更の　場合があります

平成27年2月のふれあい訪問日

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,985人
27億1,186万円

2,173億 410万円
459億 939万円

7,288億 5,550万円
49億8,643万円
29億4,470万円

第9回理事会 （平成２６年12月19日）

（平成26年11月30日現在）



● 16

　日本原産の野菜で、「春の七草」の一つ。１月７日に、邪

気をはらい万病を除く厄払いの行事食「七草粥」として古

く奈良時代から食べられてきました。

　旬が冬なので、正月の雑煮や、秋田の郷土料理きり

たんぽなど、鍋や汁物の

具に使われることが多い

ですが、独特の香りと

シャキシャキした歯触りを

生かして炒め物にしたり、

ゆでてあえ物やおひたし

にしても爽やかな味わい

が楽しめます。

　火通りが早く、柔らかい

葉の部分は生でも食べら

れるほど。加熱しすぎる

とせっかくの歯応えも香りもなくなってしまうので注意し

ましょう。ゆでるときは、沸騰したお湯でさっと手早くゆで、

すぐに水に取って余熱が入るのを防ぎます。炒めるとき

は火を止める直前の仕上げに、鍋のときは食べる直前に

加えるようにします。茎と葉の部分で堅さが異なるので、

切るときに、茎と葉を分けておくと、茎から先に時間差で

加熱できるのでお勧めします。

　選び方は、全体にシャキッと張りがあるものを。茎は

細い方が柔らかく、太いものほど歯応えがあります。緑黄

色野菜で、カロテン、ビタミンＣ、鉄が多く、香り成分に

は体に有害な活性酸素を抑える抗酸化作用があり、がん

予防にも効果があるといわれています。

　保存は、根が付いているものは、根の部分に少し水を

掛けてからポリ袋に入れて冷蔵庫の野菜室へ。冷凍は

ゆでてからでも筋っぽくなってしまうので向きません。

セリ
カキ（むき身）
小麦粉
ごま油
酒
塩
こしょう
糸唐辛子（飾り用）

・・・・・・・・・・・・1束（100ｇ）
・・・・・・・・・・100ｇ

・・・・・・・・・・・・大さじ 　
・・・・・・・・・・・・・大さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・・・・・・小さじ 　

・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・少々

セリは4ｃｍ長さに切ります。

カキは塩水（材料外：水カップ1に塩小さじ1の
割合）の中でよく洗ってから、水ですすぎます。
水気を拭き、小麦粉をまぶします。

フライパンにごま油を熱し、カキを強火で焼き
ます。裏返し、両面を焼いたらセリ、酒、塩、
こしょうを加えて手早く炒め、火を止めます。

器に盛り、糸唐辛子を載せます。

撮影地：恵那市笠置町
協　力：青山 道郎さん（中津川市高山）

セ　リ

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索

発行：東美濃農業協同組合（JAひがしみの）●JANUARY／ Vol.202　2015年1月1日発行
編集：企画総務部ふれあい課  〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19
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セリとカキの
ごま油炒め

特集

出典：「ベターホームのお料理教室」　撮影：大井一範

未年さん大集合！！
ひつじ
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